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―

記
念
式
典―

―

記
念
式
典―

式辞を述べる小谷町長

町の振興発展に貢献した個人・団体を表彰
　
「
大
洗
町
民
の
日
」（
11
月
３
日
）

を
祝
う
「
大
洗
町
民
の
日
記
念
の

集
い
」
を
11
月
11
日
大
洗
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
、
旭
日
双
光
章

を
受
け
た
篠
原
元
錦
さ
ん
と
小
松

﨑
七
郎
さ
ん
、
瑞
宝
双
光
章
を
受

け
た
檜
山
光
さ
ん
他
、
各
分
野
で

大
洗
町
の
発
展
に
尽
く
し
た
人
や

団
体
、
事
業
所
な
ど
38
人
・
団
体

を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
今
年
度
新
た
に
委
嘱

し
た
大
洗
大
使
３
名
を
紹
介
、
続

く
第
１
部
の
記
念
式
典
で
は
、
功

績
者
、
特
別
功
労
者
を
各
分
野
ご

と
に
紹
介
し
小
谷
町
長
か
ら
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
第
２
部
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
大
洗
在
住
の
橋
本
真
姫
子
さ

ん
、大
洗
出
身
の
鄭 

貴
賢
（
チ
ョ

ン 

キ
ヒ
ョ
ン
）
さ
ん
の
ソ
プ
ラ

ノ
・
テ
ノ
ー
ル
が
披
露
さ
れ
、
素

晴
ら
し
い
歌
声
で
会
場
を
魅
了
し

ま
し
た
。

叙
勲
受
章
者
３
名
他

38
人
・
団
体
を
表
彰

小
松
﨑
さ
ん
は
、
昭
和
46
年

11
月
に
町
議
会
議
員
に
当
選

し
、
以
来
平
成
23
年
11
月
ま

で
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
方

自
治
の
確
立
と
町
政
の
振
興

発
展
に
対
す
る
積
年
の
功
労

を
讃
え
ら
れ
旭
日
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
功
績
を
た
た

え
特
別
功
績
者
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部

大内 泉吹さん（一中）㊧と米川 和花さん（南中）による町民憲章唱和

小
松
﨑
七
郎
さ
ん
旭
日
双
光
章

―

地
方
自
治
の
確
立
と
町
政
の
振
興
発
展
に
尽
力―
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・
大
山　

せ
つ

・
渚
の
小
石

●
産
業
の
振
興

・
横
田　

新
一

・
土
地　

繁
雄

・
石
田　

力

・ 

大
洗
サ
ー
フ
・
ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ

・
日
本
核
燃
料
開
発
株
式
会
社

・
株
式
会
社
千
代
田
テ
ク
ノ
ル

●
教
育
・
文
化
の
向
上

・
檜
山　

光

・
竹
内　

幸
枝

●
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
増
山　

貞
吉

・
大
岡　

紀
一

・
田
口　

正

・
鍋
谷　

栄
昭

・
茨
城
サ
ー
フ
ィ
ン
ユ
ニ
オ
ン

●
治
安
の
維
持

・
川
崎　

允
康

・
雨
澤　

利
夫

●
学
術
の
向
上

・
飯
島　

一
敬

・
田
山　

淳
子

●
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上

・
小
沼　

力

叙
勲
受
章
者

●
旭
日
双
光
章

・
篠
原　

元
錦

・
小
松
﨑　

七
郎

●
瑞
宝
双
光
章

・
檜
山　

光

特
別
功
績
者
表
彰

●
地
方
自
治
の
発
展

・
小
松
﨑　

七
郎

・
山
戸　

杲

・
坂
本　

博

・
渡
部　

信

・
小
沼　

秀
夫

・
菅
谷　

邦
子

・
佐
藤　

彰
一

・
大
貫　

福
雄

・
山
崎　

正

・
松
本　

宏
子

・
幡
谷　

祐
一

●
生
活
環
境
の
保
全

・
江
口　

雄
幸

●
社
会
福
祉
の
増
進

・
清
宮　

忠

・
菅
谷　

節
子

・
大
川　

保
子

・
谷
田
部　

和
子

・
篠
原　

米
子

・
重
實　

光

新大洗大使の紹介 鈴木 修さん（左）と石川 猛さん受賞された皆さん

―

ソ
プ
ラ
ノ
・

 

テ
ノ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト―

　
「
小
さ
い
秋
み
つ
け
た
」、「
フ
ニ
ク
リ
・
フ
ニ
ク
ラ
」、「
野
ば
ら
」、

「
オ
ー
・
ソ
レ
・
ミ
オ
」、
な
ど
、
澤
井
俊
佑
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に

よ
り
14
曲
を
披
露
し
、
最
後
に
は
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
「
歌
劇
『
椿
姫
』

よ
り
〝
乾
杯
の
歌
〞」
を
熱
唱
。
素
晴
ら
し
い
歌
声
に
、
会
場
中
が

大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

第
２
部

ソ
プ
ラ
ノ
橋
本 

真
姫
子
さ
ん　

鄭 

貴
賢（
チ
ョ
ン 

キ
ヒ
ョ
ン
）
さ
ん

会
場
に
響
き
渡
る
歌
声
に
圧
倒
！

―

ソ
プ
ラ
ノ
・

 

テ
ノ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト―

大
洗
町
民
の
日
表
彰
者
※
敬
称
略
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10
月
19
日
〜
21
日
を
中
心
に
第

37
回
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
な
ど
の
展
示
会
場

に
は
、
町
内
小
・
中
学
校
児
童
生

徒
や
芸
文
協
会
員
、一
般
の
書
道
、

篆て
ん

刻こ
く

、
絵
画
、
工
芸
美
術
、
写
真
、

陶
芸
、
俳
句
、
短
歌
、
生
け
花
等

７
２
６
点
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
は
、
日
本

舞
踊
や
民
謡
、
吟
詠
剣
詩
舞
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
音
楽
会
な
ど
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
公
民
館
で
は
俳
句

会
、
短
歌
会
、
茶
会
が
開
催
さ
れ

芸
術
文
化
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ん

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

同
様
に
、
山
村
暮
鳥
が
結
ぶ
文

化
友
好
の
町
で
あ
る
高
崎
市
群

馬
支
部
（
旧
群
馬
町
）
か
ら
は
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
民
謡
の
皆
さ

ん
約
40
名
が
来
町
し
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
や
合
同
発
表
会
を
通
じ
て
友

好
を
深
め
ま
し
た
。

第
37
回
大
洗
町
芸
術
文
化
祭

―

芸
術
文
化
の
薫
り
高
い
町
に―
芸術・文化
の祭 典

書
道
の
部

　

知
事
賞　

大　

貫　

ユ　

カ

　

町
長
賞　

川　

上　

喜　

代

　

優
秀
賞

　
　

一
席　

磯　

﨑　

禮　

子

　
　

二
席　

三　

村　

将　

夫

　
　

三
席　

鈴　

木　

希
美
枝

　
　

四
席　

須　

貝　

と　

き

　

奨
励
賞　

田　

中　

く　

ら

　
　
　
　
　

山　

本　
　
　

清

　
　
　
　
　

加　

藤　

悦　

子

　
　
　
　
　

小　

沼　

友　

美

　
　
　
　
　

丸　

山　

理　

彩

　
　
　
　
　

金　

井　

祐　

果

　
　
　
　
　

堀　

江　

香
代
子

　
　
　
　
　

福　

地　

光　

雄

篆
刻
の
部

　

知
事
賞　

稲　

石　
　
　

孝

　

町
長
賞　

吉　

田　

正　

隆

　

優
秀
賞　

小　

沼　

栄　

子

絵
画
の
部

　

知
事
賞　

鈴　

木　

日
世
士

　

町
長
賞　

小　

沼　
　
　

清

　

優
秀
賞　

井　

田　

き
み
子

　
　
　
　
　

平　

山　

い　

ね

　

奨
励
賞　

黒　

沢　

駿　

一

工
芸
美
術
の
部

　

知
事
賞　

該　

当　

な　

し

　

町
長
賞　

秋　

山　

ま
さ
子

　

優
秀
賞　

深　

作　

と　

り

　
　
　
　
　

高　

柳　

光　

子

　

奨
励
賞　

黒　

澤　

満
知
子

　
　
　
　
　

渡　

辺　

秀　

子

　
　
　
　
　

篠　

原　

米　

子

陶
芸
の
部

　

知
事
賞　

渡　

辺　

秀　

子

　

町
長
賞　

小　

林　

愛　

子

　

優
秀
賞　

遅　

塚　

壽
美
子

　

奨
励
賞　

打　

田　

照　

子

写
真
の
部

　

知
事
賞　

髙　

橋　

和　

豊

　

町
長
賞　

山　

崎　

孝　

志

　

優
秀
賞　

高　

橋　

浩　

一

　

奨
励
賞　

飛　

田　
　
　

清

　
　
　
　
　

石　

﨑　

松
之
介

俳
句
の
部

　

知
事
賞　

岸　

根　

世
司
子

　

町
長
賞　

岸
和
田　

和　

子

　

優
秀
賞　

川　

崎　

京　

子

短
歌
の
部

　

知
事
賞　

清　

宮　

し　

げ

　

町
長
賞　

桐　

原　

す　

み

　

奨
励
賞　

打　

田　

照　

子

　
　
　
　
　

佐　

藤　
　
　

毅

芸
術
文
化
祭
入
賞
者
�
敬
称
略
�

芸
術
文
化
祭
入
賞
者
�
敬
称
略
�

混声合唱しおさい

高崎市群馬支部の皆さんのフォークダンス発表

展示作品芸術文化祭で表彰された皆さん
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大洗あんこう祭と舞祭

　

11
月
17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）、

冬
の
味
覚
「
あ
ん
こ
う
」
を
堪
能

す
る
イ
ベ
ン
ト
、「
大
洗
舞
祭
」
並

び
に
「
大
洗
あ
ん
こ
う
祭
」
が
、
大

洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
前
広
場
を
会
場

に
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

18
日
（
日
）、
恒
例
と
な
っ
た
、

あ
ん
こ
う
の
吊
る
し
切
り
と
あ
ん

こ
う
汁
２
，
０
０
０
食
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
配
布
を
は
じ
め
、
大
洗
旅
館

組
合
の
皆
さ
ん
が
作
る
「
あ
ん
こ

う
亭
」
で
は
、
本
格
あ
ん
こ
う
鍋
を

販
売
す
る
な
ど
、
大
勢
の
皆
さ
ん

が
大
洗
の
あ
ん
こ
う
を
堪
能
し
て

ホ
ク
ホ
ク
の
笑
顔
を
み
せ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
大
洗
を
舞
台
に

し
た
ア
ニ
メ
「
ガ
ー
ル
ズ
＆
パ
ン

ツ
ァ
ー
」
の
声
優
も
来
場
。
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ
さ
ら
に

会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、17
日
（
土
）
の
舞
祭
で
は
、

県
内
外
を
含
め
た
25
チ
ー
ム
が
参

加
し
た
大
洗
舞
祭
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス

ト
が
開
催
さ

れ
、
元
気
な

ダ
ン
ス
を
披

露
し
会
場
は

大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。

晴天に恵まれ、たくさんの来場客で賑わったあんこう祭

大洗の冬の風物詩

交流市町村も多数出店楽しいステージイベントに視線が釘付け

大洗あんこう祭と舞祭大洗あんこう祭と舞祭

郷土芸能披露（大洗荒磯太鼓保存会）あんこう汁チャリティ配布に長蛇の列 本格あんこう鍋に舌鼓（あんこう亭）

大洗を舞台にしたアニメの声優と大洗高校
マーチングバンドブルーホークスお楽しみ抽選会

大 洗 舞 祭
　地元からも、亜來茶舞が参加
し、日本三大民謡の一つである
「磯節」を現代風にアレンジし
た「磯ダンス」を披露するなど、
素晴らしいダンスで会場を盛り
上げていました。

亜來茶舞
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11
月
８
日
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
大
洗
町
と
栃
木
県
那
須

町
の
友
好
都
市
協
定
調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
小
谷 

隆
亮
大
洗
町
長

と
高
久 

勝
那
須
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ

協
定
書
に
署
名
し
て
交
換
し
、「
産

業
振
興
の
連
携
」
と
「
災
害
支
援
」

の
二
つ
の
覚
書
に
も
調
印
し
ま
し
た
。

　

那
須
町
と
は
、
那
珂
川
の
上
流
と

下
流
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
海
と
山
の
交
流

を
基
に
、
産
業
や
経
済
、
文
化
、
教

那
須
町

栃
木
県

友
好
都
市
協
定
締
結

大洗町の発展につながる交流の輪

育
の
幅
広
い
分
野
で
交
流
や
友
好
関

係
を
促
進
さ
せ
る
内
容
の
協
定
書
に

署
名
し
ま
し
た
。

　

小
谷
町
長
は
「
観
光
で
那
須
町
に

は
見
習
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
海
と
山

が
結
び
付
い
た
こ
と
で
新
た
な
展
開

を
図
り
た
い
」
と
述
べ
、
高
久
町
長

は
「
大
洗
の
海
は
、
那
須
町
民
の
憧

れ
。友
好
都
市
協
定
は
初
め
て
だ
が
、

そ
れ
だ
け
大
洗
町
へ
の
町
民
の
思
い

が
深
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
大
洗
町
の

復
興
を
目
指
し
、
包
括
的
な
提
携
協

定
を
４
月
に
結
ん
だ
大
洗
町
、
筑
波

銀
行
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東
、
大
洗
観
光

協
会
が
、
11
月
１
日
、
旅
行
情
報
誌

「
る
る
ぶ
特
別
編
集
大
洗
」（
非
売

品
、
Ａ
Ｂ
判
、
全
カ
ラ
ー
28
ペ
ー
ジ
）

５
万
部
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

大
洗
町
へ
の
通
年
の
誘
客
促
進
に

向
け
て
、
首
都
圏
周
辺
を
中
心
に
交

流
市
町
村
や
筑
波
銀
行
各
支
店
窓

口
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
配

布
い
た
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
海
を
テ
ー
マ
と
し
た
町
内

の
旅
行
関
連
情
報
、グ
ル
メ
、特
産
品
、

飲
食
店
、
宿
泊
施
設
な
ど
の
情
報
が

充
実
し
て
お
り
、
旅
行
者
に
す
ぐ
に

役
立
つ
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
谷
町
長
は
「
観
光
客
を
回
復
さ

せ
る
た
め
、
交
流
市
町
村
な
ど
に
向

け
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。
観
光
客

は
回
復
傾
向
に
あ
る
が
、
大
変
苦
し

ん
で
い
る
こ
と
は
確
か
。
こ
の
情
報

誌
を
見
て
多
く
の
方
々
に
大
洗
へ
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。」
な
ど

と
話
し
ま
し
た
。

誘
客
促
進
に
向
け
て

「
る
る
ぶ
特
別
編
集
大
洗
」
を
発
行

（左より）石井藤一郎大洗観光協会長、藤川雅海筑
波銀行頭取、小谷隆亮大洗町長、横溝隆一 JTB関
東法人営業茨城南支店長
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茨城県確定拠出年金復興特区のご案内

　平成24年10月30日に東日本大震災復興特別区域法に基づく確定拠出年金の特例に係る特区認定を受け

ました。これにより、確定拠出年金の中途脱退一時金の受給要件が緩和されることとなりました。

※ 茨城県内で対象となっている市町村は、特定被災区域に指定されている40市町村（守谷市、八千代町、

五霞町、境町を除く。）です。

※詳しくは大洗町ホームページ、または、茨城県ホームページをご参照ください。

　問合せ／まちづくり推進課　☎267-5111（内線217）

　○制度に関するお問合せ

　　厚生労働省年金局企業年金国民年金基金課

　　　☎03-5253-1111（内線3369、3320）

　○請求・手続きに関するお問合せ

　　国民年金基金連合会　

　　　☎03-5411-6129　または　☎03-5775-1557

制度や手続き・請求に関するお問合せ

　この特例により脱退一時金を請求する場合は、市町村が発行する「脱退一時金使用証明書」が必

要となります。証明願に必要事項を記入押印のうえ、本人が役場まちづくり推進課に申請（持参）

してください。また、受付時に本人確認を行いますので、運転免許証等の身分証明書をご持参くだ

さい。

　なお、証明願は、まちづくり推進課または役場ホームページより取得してください。

脱退一時金使用証明書の発行について

　確定拠出年金は原則として年金受取開始まで、中途での脱退が認められません。

　しかし、震災により住居や家財に全半壊等一定の被害を受け、事業所が震災により被災し、退職

を余儀なくされ、再就職していないなど、一定の要件を満たす場合に限り、確定拠出年金を引き出

す（脱退する）ことが特例により認められることとなりました。（脱退一時金の受給要件緩和）

　なお、特例措置の期間は、平成28年3月31日までとなります。

特例措置の概要
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く
ら
し
等

給
与
支
払
い
報
告
書
に
提
出

期
限
は
１
月　

日
で
す

　

各
事
業
所
の
事
業
主
の
方
は
、

平
成
24
年
中
に
支
払
っ
た
給
与
に

つ
い
て
の
「
給
与
支
払
報
告
書
」

を
平
成
25
年
１
月
31
日
（
木
）
ま

で
に
税
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
中
途
で
退
職
、
就
職
し
た
方

に
つ
い
て
も
提
出
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
／
税
務
課 

町
民
税
係

 

（
内
線
１
４
１
・
１
４
２
）

新
築
・
増
築
家
屋
の
調
査
に

ご
協
力
を

　

平
成
24
年
１
月
以
降
に
新
築
・

増
築
し
た
家
屋
（
物
置
等
を
含
む
）

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
税
務
課
職
員
が
伺
い
ま
す
の

で
建
物
図
面
等
の
ご
用
意
も
含
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

情報クリップ情報クリップ
INFORMATION

大洗町役場

☎267-5111

国
保
・
年
金

税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
の
皆
さ
ま
へ

◎
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
の
納
め
方
に
は
、特
別
徴
収（
年

金
か
ら
天
引
き
に
よ
る
納
付
）
と

普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替

に
よ
り
本
人
が
直
接
納
付
）
の
２

通
り
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
特
別
徴
収
と
な
っ
て

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

年
末
年
始
の
日
程

年
末
／
12
月
28
日
〜
31
日
ま
で
休

館
に
な
り
ま
す
。
※
プ
ー
ル
は
27

日
よ
り
お
休
み
。

年
始
／
元
旦
は
７
時
30
分
〜
16
時

ま
で
。
２
日
以
降
は
通
常
営
業
に

な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課

 

☎
（
２
６
６
）
１
０
１
０

31

　

な
お
、
調
査
日
を
指
定
さ
れ
る
方

は
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
税
務
課 

固
定
資
産
税
係

 

（
内
線
１
４
４
・
１
４
５
）

家
屋
滅
失
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

平
成
24
年
中
に
、
家
屋
の
全
部

ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
場

合
、
そ
の
部
分
に
か
か
る
固
定
資

産
税
は
次
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
家
屋
滅
失
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は
税

務
課
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
税
務
課 
固
定
資
産
税
係

 

（
内
線
１
４
４
・
１
４
５
）

い
た
方
で
も
、
保
険
料
の
額
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
、
一
時

的
に
普
通
徴
収
に
変
更
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
分
の

保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
な
い
か
念

の
た
め
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
に

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
督
促
状
や

催
告
書
が
送
付
さ
れ
、
督
促
手
数

料
な
ど
が
課
さ
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
保
険
証
の
有
効
期
間
が
短
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
機
関
等
へ
の
受
診
に
も
不

便
を
き
た
し
ま
す
の
で
、
保
険
料

は
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
国
保
・
年
金
課

 

（
内
線
１
５
７
）

○
役
場
一
般
業
務

年 

末
／
12
月
28
日
（
金
）
ま
で

平
常
業
務

年 

始
／
１
月
４
日
（
金
）
よ
り

平
常
業
務

問
合
せ
／
総
務
課（
内
線
２
３
３
）

○
ご
み
収
集
業
務

　

12
月
24
日
（
月
）
の
振
替
休

日
、
及
び
12
月
31
日
（
月
）
東

地
区
の
可
燃
ご
み
の
収
集
業
務

は
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
末
の
12
月
29
日

（
土
）
及
び
30
日
（
日
）、
年
始

の
１
月
１
日
（
火
）
か
ら
３
日

（
木
）
ま
で
の
期
間
は
ご
み
の

収
集
業
務
は
お
休
み
し
ま
す
。

☆
年
末

燃
や
せ
る
ご
み
最
終
日

　

東
地
区　

12
月
31
日
（
月
）

　

西
地
区　

12
月
28
日
（
金
）

燃
や
せ
な
い
ご
み
最
終
日

　

東
地
区　

12
月
26
日
（
水
）

　

西
地
区　

12
月
19
日
（
水
）

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
最
終
日

　

東
地
区　

12
月
19
日
（
水
）

　

西
地
区　

12
月
26
日
（
水
）

☆
年
始

　

 

１
月
４
日
（
金
）
よ
り
平
常

ど
お
り

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
開
始
日

　

東
地
区　

１
月
９
日
（
水
）

　

西
地
区　

１
月
16
日
（
水
）

問
合
せ
／
生
活
環
境
課

　
　
　
　
（
内
線
２
４
４
）

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
焼
却

場
）
へ
の
直
接
搬
入

年 

末
／
12
月
29
日
（
土
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

 

12
月
31
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
正
午
ま
で

年 

始
／
１
月
４
日
（
金
）
か
ら

通
常
業
務

問 

合
せ
／
大
洗
、
鉾
田
、
水
戸

環
境
組
合

 

☎
（
２
６
７
）
２
８
９
８

○
斎
場
・
火
葬
場

　

 

12
月
31
日
（
月
）
か
ら
１
月

３
日
（
木
）
ま
で
お
休
み
し

ま
す
。

問
合
せ
／
大
洗
町
斎
場

 

☎
（
２
６
７
）
０
４
０
９

年
末
年
始
の
各
種
業
務
日
程

年
末
年
始
の
各
種
業
務
日
程
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製
造
業
の
皆
さ
ま
へ

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く

報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で

す
。

　

調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
時

点
は
12
月
31
日
で
す
。
調
査
票
へ

の
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

経
済
産
業
省
・
茨
城
県
・
大
洗
町

問
合
せ
／
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

 

（
内
線
２
１
３
）

「アートタワーみとスターライトファンタジー」（水戸市）
日　時／１月13日（日）まで 
　　　　17時～21時（点灯時間）
場　所／水戸芸術館
料　金／無料
問合せ／アートタワーみと
　　　　スターライトファンタジー実行委員会
　　　　☎227-7558

「第61回勝田全国マラソン大会」に伴う
交通規制について（ひたちなか市）
　第 61回勝田全国マラソン大会開催に伴
い、来年１月27日（日）は、ひたちなか市
及び東海村にて大幅な交通規制が実施されま
す。特に、ひたちなか市石川運動ひろば周辺
と勝田駅から国道245号を結ぶ昭和通りは、
終日交通規制となります。また国道245号
線は、10：30～ 12：30（以降、順次解除）
の間、ひたちなか市から東海村・日立方面に
向かう車線が規制となります。
問合せ／勝田全国マラソン大会事務局
　　　　☎262-5615

ひたちなか海浜鉄道株式会社「初日の出・初詣列車
～急行あじがうら号2013～
　ひたちなか海浜鉄道湊線では、元日に特別
列車「初日の出・初詣列車～急行あじがうら
号 2013～」を運行します。当日は、おら
が湊鐡道応援団のご協力のもと、初詣会場ま
でのご案内や先着順300人にプレゼントも
ご用意しております。
実施日程／１月１日（祝・火）
　　　　勝田駅５時32分発阿字ヶ浦行き
　　　　「快速なかみなと号」：勝田駅
　　　　６時14分発那珂湊行き
問合せ／ひたちなか海浜鉄道㈱那珂湊駅
　　　　☎262-2361

と な り の ま ち か ら

大
洗
町
職
員
の

採
用（
中
途
）試
験
の
お
知
ら
せ

　

大
洗
町
職
員
採
用
（
中
途
）
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

採
用
職
種
・
人
員
／
技
術
職　

若
干
名

◆
補
償
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
経
験
者
（
家
屋
補
償
調
査
業
務

を
10
年
以
上
行
っ
て
い
る
方
）

◆
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
図
面
作
成
、
工
事
の
積
算
、
現
場
管
理

業
務
を
通
算
し
10
年
以
上
行
っ
て
い
る
方

受
験
資
格
／
昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

申
込
受
付
期
間
／
（
郵
送
又
は
持
参
）

12
月
12
日
〜
平
成
25
年
１
月
18
日
ま
で
の
間

（
１
月
18
日
の
消
印
ま
で
有
効
）

試
験
日
／
平
成
25
年
２
月
中
旬
頃

（
申
込
者
に
後
日
連
絡
。）

試
験
方
法
／
作
文
試
験
・
面
接
試
験

申
込
方
法
／
受
験
申
込
書
は
町
役
場
総
務
課
の
窓
口
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格
の
詳
細
な
ど
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
及
び
問
合
せ
／
総
務
課
総
務
係
（
内
線
２
３
３
）

〒
３
１
１
の
１
３
９
２ 

茨
城
県
東
茨
城
郡
大
洗
町
磯
浜
町

６
８
８
１
の
２
７
５

森林の土地の所有権移転等の
事前届出制度について

（茨城県水源地域保全条例に基づく事前届出制度）
　茨城県では、議員提案により10月３日付けで、茨城県
水源地域保全条例を施行しました。当条例に基づき、平成
25年１月31日以後に森林の土地売買等の契約を締結しよ
うとするときは、面積にかかわらず、事前にその旨を知事
に届け出ることとなりました。

①届出が必要なとき／知事が指定する水源地域内の民有林
の土地について所有権等を有している者が、権利の移転等
の契約を締結しようとするとき
②届出者／譲渡人等（契約に係る土地の所有権等を有する者）
③届出期限／契約締結予定日の30日前
④届出方法／指定の事前届出書に必要事項を記入の上、届
出に係る土地の所在地を管轄する県農林事務所林業振興課
又は県農林水産部林政課に提出してください。
⑤無届出、虚偽届出の場合の措置／無届あるいは虚偽の届
出をしたときは、是正勧告をします。さらに、正当な理由
がなく、報告をしなかったり、勧告に従わなかったときは、
届出者の氏名・住所等を公表します。
⑥問合せ／県央農林事務所林業振興課 ☎231-2079、ま
たは県林政課計画グループ ☎301-4031までお問合せ
ください。条例の詳細並びに届出様式等は茨城県農林水
産部林政課のホームページ（http://www.pref.ibaraki.
jp/bukyoku/nourin/rinsei/）に掲載されています。
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大洗町ビーチテニスクラブからのお知らせ

期　　間　12月21日（金）までの平日
　　　　　※ 土曜日・日曜日は通常の利用料が

必要。
　　　　　※雨天時は使用不可。
時　　間　14時から日没まで
　　　　　※その他の時間帯は有料となります。
施　　設　大洗町ビーチテニスクラブ　
　　　　　屋外コート（開放コートは２面）
料　　金　 大洗町民は、上記の時間帯について無料。
利用方法　当日受付。

　　　　　相コート制（他の利用者と共用）。
　　　　　※ テニスシューズを着用いただきます。
　　　　　※ シューズ、ラケット、ボールの無料

貸し出しあり。
　　　　　※ 小学生の場合は保護者が同伴してく

ださい。
　　　　　※  施設利用規則の遵守にご協力ください。
問合せ　大洗町ビーチテニスクラブ
　　　　（磯浜町8231-20）☎267-7151

● 大洗町民 テニスコート開放（無料） ●

日　　時　12月13日（木） 　
　　　　　17時15分～18時 30分
会　　場　大洗町ビーチテニスクラブ　
対　　象　大洗町にお住まいの方
　　　　　（８歳以上～一般）
内　　容　 テニスが初めての方を対象としたレッ

スンを行います。
料　　金　無料。
注意事項　※テニスシューズを着用いただきます。
　　　　　※ シューズ、ラケットの無料貸し出し

あり。

　　　　　※ 小学生の場合は保護者が同伴してく
ださい。

申込方法　大洗町ビーチテニスクラブまで
　　　　　◆事前予約… ①氏名と②電話番号をお

知らせください。
　　　　　◆当日受付… ①氏名と②住所を記入い

ただきます。
申込締切　各回ともに先着順で12名様まで。
申込み・問合せ　大洗町ビーチテニスクラブ
　　　　　　　　（磯浜町8231-20）
　　　　　　　　☎267-7151

● 大洗町民 初心者のためのテニス教室（無料） ●

　大洗の年間を通した観光イベントや県内外の観光キャンペーン等で大洗町を代表して活躍する「ポー
トフレンズ大洗」を募集します。

大洗町2013「ポートフレンズ大洗」募集

◆応募資格／
　・ 県内居住者・満18歳以上の明るく健康な方

（平成25年３月31日までに高校卒業見込
みの方は応募可）

　・ 指定した日に勤務できる方（早朝勤務もあり）
　　※ 高校生、他のコンテスト入賞者で任期が重複

する方は応募不可
◆審査日／平成25年２月17日（日）
　　　　　私服での面接審査（非公開）
◆場所／大洗文化センター
◆募集人員／３名
◆活動期間／ ２年間（平成25年４月１日～平成

27年３月31日）
◆賞務／年間約30日程度　日当１万円

◆賞品／ 入賞者３名には15万円の旅行クーポン
券（任期満了時）、その他副賞を進呈

◆応募方法／ 応募用紙に写真を添付の上、平成
25年２月７日（木）までに下記応
募先へご提出ください。（郵送の場
合、当日消印有効）

　　　　　　※ 応募用紙は下記のホームページか
らもダウンロードできます。

◆応募先・問合せ／商工観光課（内線331）
　〒311－ 1392 
　東茨城郡大洗町磯浜町6881－ 275
　ホームページアドレス　
　http://www.town.oarai.lg.jp/
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介
護

要
介
護
認
定
に
基
づ
く

税
の
障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
の
手
帳
等
を
お
持

ち
で
な
い
方
で
も
、
所
得
税
や
住

民
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
介
護
保
険

の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65

歳
以
上
の
方
で
、
申
請
に
よ
り
町

が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
方
に

は『
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
』

を
発
行
い
た
し
ま
す
。

※
な
お
、
電
子
申
告
（e-Tax

）

等
で
、
申
告
を
さ
れ
る
方
に
つ
い

て
も
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
で
控
除
を
受
け
て
い
る
方

や
、
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
非
課

税
で
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

【
判
定
基
準
】

・
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度

　

主
治
医
意
見
書
等
に
よ
る
「
障

害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度

(

寝
た
き
り
度)

」
が
ラ
ン
ク
Ａ
以

上
に
該
当
す
る
方

・
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度

　

主
治
医
意
見
書
等
に
よ
る
「
認

知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
」

が
ラ
ン
ク
Ⅱ
以
上
に
該
当
す
る
方

※
判
定
基
準
に
つ
い
て
は
、
要
介

護
認
定
調
査
資
料
の
主
治
医
意
見

書
等
に
よ
り
判
断
い
た
し
ま
す
の

で
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に

つ
い
て
は
、
認
定
書
を
発
行
い
た

し
ま
す
。
申
請
者
の
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
／
福
祉
課 

介
護

保
険
係
（
内
線
１
５
５
）

介
護
ベ
ッ
ド
用
手
す
り
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

介
護
ベ
ッ
ド
用
手
す
り
（
サ
イ

ド
レ
ー
ル
な
ど
）
に
よ
る
死
亡
・

重
大
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　

危
険
な
部
分
が
あ
る
か
ど
う
か

を
確
認
し
、
正
し
い
使
い
方
に

よ
っ
て
未
然
に
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。 

　

詳
細
は
、
消
費
者
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
t
t
p
:/

/
w
w
w
.c

a
a
.

g
o
.jp

/
s
a
fe

t
y
/
p
d
f/

1
2
1
1
0
2
kouhyou_3

.

警察による犯罪被害者支援について

＜犯罪被害者支援活動＞
○指定被害者支援要員による支援
○被害者の方等への情報提供
○再被害の防止・保護対策
○相談・カウンセリング
○民間被害者支援団体との連携
　（公社）いばらき被害者支援センター
　☎029-232-2736
　月曜～金曜（祝祭日、年末年始を除く）
　午前10時～午後４時まで

◆犯罪被害給付制度◆
　殺人等の故意の犯罪行為により、不慮の死を遂げた被害
者のご遺族、身体に重傷病を負った被害者の方、障害が残っ
た被害者の方に対して、社会の連帯共助の精神に基づき、
国が犯罪被害者等給付金を支給して、その精神的、経済的
打撃の緩和を図り、再び平穏な生活を営むことができるよ
う支援しています。

＜給付を受けられる方＞
○遺族給付金
　 　犯罪によって亡くなられた被害者の第１順位の遺族
○重傷病給付金
　 　犯罪行為によって重傷病（加療１か月以上かつ入
院３日以上を要する負傷又は疾病（PTSD等の精神
疾患については、加療１か月以上かつ３日以上の労
務不能））を負った被害者本人
○障害給付金
　 　法令に定める障害（１級～14級）が残った被害
者本人

　　※ 給付金は、法令で定められた一定の要件を満た
した場合に支給されます。

詳しいことを知りたい方は、
茨城県警察本部犯罪被害者支援室 
☎029-301-0110
又は、各警察署の警務課被害者支援係
までご連絡を！

　犯罪の被害にあわれた方やそのご家族、ご遺族の方は、犯罪によって直接的な被害を受けるだけでなく、
被害後に生じる様々な問題に苦しめられる場合があります。
　警察では、関係機関と連携しながら、様々な支援を実施しています。ひとりで悩まずに、被害者支援制
度をご利用ください。
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支援資機材の機材配備について
　平成23年 3月 11日に発生した東日本大震
災において、福島県の被災地へ緊急消防援助隊と
して要請を受け、当消防本部から 救急部隊と後
方支援隊を派遣したことに伴い、平成24年度総
務省消防庁から緊急消防援助隊支援資機材として
援助隊が出場する大規模災害時用エアーテント一
式（冷暖房設備、寝具類、照明、発電機等）が貸
与されました。
　大洗町消防本部・署職員一同、大規模災害時の
緊急消防援助隊としての派遣活動及び多傷災害発
生時に備えて取り扱いの習熟に努めています。

問合せ／大洗町消防本部 火災警防課　
　　　　☎266-1119（内線25）

　職員が、より地域の実情を理解する第一歩として、町内会長宅へお届けします。
　町では、これまで業者に委託していた町内への配送業務を一部改め、新年の広
報紙１月号から町職員による町内会長宅への配送を始めます。

問合せ／総務課 自治振興係（内線233）

新年号より町職員が町内会へ広報紙をお届けします

地
域
の
力
を
応
援
し
ま
す

　

11
月
24
日
、
大
貫
小
学
校
前
か
ら
東
側
の

路
上
や
自
分
た
ち
の
家
を
開
放
し
て
、
地
域

の
方
た
ち
に
よ
る
お
富
士
山
下
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
職
種
、
い
ろ
い
ろ

な
年
齢
の
ご
近
所
の
方
た
ち
が
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
趣
味
を
活
か
し
、
夏
頃
か
ら
準
備

を
始
め
歩
行
者
天
国
の
手
続
き
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
制
作
等
す
べ
て
自
分
た
ち
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。
当
日
は
民
家
を
使
用
し
た
書

道
や
陶
芸
、
貝
合
せ
・
ち
ぎ
り
絵
・
絵
画
な

ど
の
展
示
会
と
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
道
路

を
使
用
し
て
、
ギ
タ
ー
演
奏
や
歌
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
・
昔
語
り
な
ど
の
音
楽
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
貫
小
学
校
児
童
に
よ
る
作
品
の
展
示
や

ダ
ン
ス
披
露
で
心
を
満
た
し
、
大
洗
の
Ｂ
級

グ
ル
メ
た
ら
し
焼
き
や
そ
ば
・
う
ど
ん
・
ピ

ザ
な
ど
で
お
腹
も
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
地
域

の
方
た
ち
に
よ
る
手
作
り
の
文
化
祭
は
盛
り

沢
山
で
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
い
盛
り
上

が
り
を
見
せ
、
訪
れ
た
方
は
温
か
い
も
て
な

し
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

※ 

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
自
ら
の
地
域
を
自
ら
の
手
で
住

み
良
く
し
て
い
く
た
め
の
ご
近
所
底
力
再

生
活
動
を
応
援
し
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

Vol.5

地域
コミュニティ

地元の催し

手づくりのパンフレット

手
づ
く
り 

お
富
士
山
下
文
化
祭

 
―

お
富
士
山
下
文
化
祭
実
行
員
会―
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相　
　

談

文
化
・
教
養

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

第　

回
大
洗
マ
ラ
ソ
ン

「
サ
ン
ビ
ー
チ
・マ
イ
ル
レ
ー
ス
」

日
時
／
２
月
３
日
（
日
）

場
所
／
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ

参
加
資
格
／
健
康
で
走
る
こ
と
が

好
き
な
方
（
参
加
費
無
料
）

申
込
期
限
／
１
月
21
日
（
月
）

申
込
方
法
／
生
涯
学
習
課
へ
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
。（
２
６
７
）１
０
５
１

※
電
話
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
大
会
申
込
書
は
、
12
月
中
旬
よ

り
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

http://w
w
w
.tow

n.oarai.
lg.jp/

種
目
／

◆
０･

５
マ
イ
ル
（
０.

８
㎞
）　

親
子
の
部
（
小
学
１
年
生
以
下
、

小
学
２
・
３
年
生
）

◆
１･

０
マ
イ
ル
（
１.

６
㎞
）　

小
学
男
子
の
部
（
学
年
別
４
年･

５
年･

６
年
）

◆
１･

０
マ
イ
ル
（
１.

６
㎞
）　

小
学
女
子
の
部
（
学
年
別
４
年･

行
政
書
士
無
料
相
談

日
時
／
１
月
15
日
（
火
）

　
　
　

13
時
〜
16
時

場
所
／
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

相
談
員
／
茨
城
県
行
政
書
士
会
水

戸
支
部 

会
員

問
合
せ
／
行
政
書
士
法
人
水
戸
綜

合
事
務
所

 

☎
（
２
５
１
）
３
１
０
１

心
配
ご
と
相
談

相
談
日
／
１
月
11
日
（
金
）

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時
30
分　

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会　

 

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１

30

５
年･

６
年
）

◆
２・
０
マ
イ
ル
（
３.

２
㎞
）　

中

学
男
子
の
部
／
中
学
女
子
の
部
／

高
校
女
子
の
部
／
一
般
女
子
の
部

◆
３･

０
マ
イ
ル
（
４.

８
㎞
）　

高
校
男
子
の
部
／
一
般
男
子
の
部

／
壮
年
の
部
（
40
歳
以
上
男
女
）

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課　

 

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

親
と
子
ど
も
の
相
談
室

『
す
く
す
く
な
ぎ
さ
』

相
談
日
／
毎
週
月
曜
〜
金
曜（
土
・

日
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
お
休
み

で
す
。）
※
相
談
無
料

時
間
／
９
時
〜
17
時

場
所
／
大
洗
町
教
育
セ
ン
タ
ー

（
旧
祝
町
小
学
校
）

※
秘
密
厳
守
。
相
談
無
料
。

☆
大
学
教
授
（
臨
床
心
理
士
）・

臨
床
心
理
士
・
相
談
員
の
方
が
相

談
に
応
じ
ま
す

問
合
せ
／
大
洗
町
教
育
セ
ン
タ
ー

 

☎
（
２
６
７
）
３
６
７
４

今　月　の

納　

期

固定資産税（第３期）
国民健康保険税（第６期）
介護保険料（第６期）
長寿（後期高齢）
医療保険料（第６期）

納期は１２月25日（火）
までです。

町の人口と世帯
（10月末現在）

人　口　　18,398人 （＋16）

　男　　　　9,043人 （＋18）

　女　　　　9,355人 （－ 2）

世帯数　　7,413世帯 （＋17）

役場窓口時間延長のお知らせ
＜12月中旬～１月上旬＞

　次の日程で住民課・税務課・会計課の
業務時間を午後６時 30 分まで延長して
います。どうぞご利用ください。

◆12月19日（水）◆12月26日（水）
◆　1月　9日（水）◆　1月16日（水）

中
央
公
民
館 

図
書
室 

貸
出
時
間
／
９
時
30
分
〜
16
時
30
分 

休
室
日
／
毎
週
月
曜
日
・
年
末
年

始
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

新
着
本
／「
光
圀
伝
」冲
方
丁 

著
、

「
水
の
か
た
ち
（
上
）（
下
）」
宮

本
輝 

著

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

木
村
康
雄
さ
ん

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

 

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

大洗町国際交流協会会員募集！！
　気軽に国際交流ができる『おしゃべり広場』の開催
や、『ゴミの出し方のルール多言語翻訳』など、外国
人と日本人の双方が暮らしやすい環境を創るお手伝い
をしています。様々な分野で国際交流活動を展開して
いくため多くの皆様のご協力をお待ちしております。
詳しくはお問い合わせください。
大洗町国際交流協会事務局（大洗町まちづくり推進課内）
☎029-267-5111

年　会　費
個人：一口1,000円
団体：一口10,000円

※次回おしゃべり広場は，２月３日（日）です。

大洗町国際交流協会だより

おしゃべり広場の様子
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海のまち大洗に訪れて下さった皆さまに、感謝を申し上げます。

☆浜のかぁちゃん家庭料理（魚料理）　12月15日開催
☆イベント　12月22日から24日
　★クリスマス　キャンドルナイト★
　　マリンタワー前広場で開催！24日はクラフト教室やイベントも盛り沢山！
☆団体教室、随時募集中
　ジェルキャンドル作り　海藻エキス入り石けん作りなど
　NPO法人大洗海の大学　TEL029-266-3322　FAX029-267-5417
　　　　　　　E-mail umi@anco-oarai.org 　URL http://anco-oarai.org

12月の開催案内

　早いもので、今年もあっという間に12月を迎えました。振り返
りますと、春から夏にかけては、大洗の魅力をアピールするため、
関東全域に向けて広報誌への掲載や、テレビ番組で磯遊びを紹介す
るなど、多くのメディアに登場する機会を頂きました。また、大洗
の良さをひとりでも多くの方に伝えるため、代々木公園で開催され
たアウトドアデイジャパンをはじめとする、多くのイベントに参加
するなど、町外県外での活動も盛んに行うことが出来ました。お陰
さまをもちまして、大洗海の大学としましても、今年開催した体験
教室や団体教室には、遠方からお見えになる方も多く、感謝の気持
ちでいっぱいです。昨年の広報おおあらいを読み返してみますと、
12月号では、町全体の復興の歩みは、少しずつ着実に実り始めていると実感できます。と、書いておりました。
今の大洗町は復旧ではなく、より良い町になろうとする、復興という形が見えて来ていると思います。私た
ち大洗海の大学としては、大洗町の魅力を発信して、多くの方が大洗に来るように努めると伴に、今年、大
洗町を訪れて下さった皆さま、また、大洗海の大学の教室に参加された皆さま、ご助力を頂いた全ての皆さ
まに対しての感謝の気持ちを忘れず、町に活気が溢れるような活動に、今後も励んでいきたいと思います。

夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ

夢town大洗スポーツクラブ事務局

大洗町成田町1626  TEL・FAX　267-1515

受付時間　火曜日から土曜日　８：30～17：00

○子どもスキー教室

　日　時：平成25年１月19日（土）、20日（日）

　　　　　１泊２日　

　場　所：猪苗代スキー場

　対　象：町内の小学６年生　40名（先着順）

　申込み：12月13日（木）、14日（金）

　　　　　午前９時～午後５時

　申込場所：中央公民館 生涯学習課前ロビー

　※ 詳しくは各小学校に募集要項を配布しますの

で、そちらをご覧下さい。

○スポーツ吹矢教室
　日　時：毎週木曜日　午前10時～正午

　場　所：中央公民館　視聴覚室

　随時参加者を募集しています。

　興味のある方は事務局までお問い合わせ下さい。
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想随 想随

　

大
洗
町
長　

小
谷
隆
亮　

復
興
元
年
を
振
り
返
っ
て

　

い
よ
い
よ
年
の
瀬
、
11
月
18
日
、
大
洗
の
冬
の
風
物
詩

と
し
て
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
恒
例
の
「
あ
ん
こ
う

祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
実
に
今
回
の
あ
ん
こ
う
祭
り
は

過
去
最
多
と
な
る
約
６
万
人
の
来
場
客
で
賑
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。
い
つ
に
な
い
入
込
客
を
得
ら
れ
た
の
は
、
大
洗

町
を
舞
台
に
し
た
現
在
放
映
中
の
ア
ニ
メ
「
ガ
ー
ル
ズ
＆

パ
ン
ツ
ァ
ー
」
の
効
果
と
し
て
、
こ
の
作
品
の
フ
ァ
ン
の

方
々
に
大
勢
お
い
で
頂
い
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
で
、
大
洗
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
と
と
も
に
、

復
興
に
向
け
て
大
き
く
弾
み
が
つ
く
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
暮
れ
を
迎
え
一
年
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
本
年
を
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
「
復
興
元
年
」
と

位
置
づ
け
、
大
洗
町
の
復
興
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
町
民
一

丸
と
な
っ
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
原
発
事
故
の
風

評
被
害
の
影
響
を
受
け
減
少
し
て
い
る
お
客
さ
ま
を
呼
び

戻
す
た
め
、
首
都
圏
や
交
流
市
町
村
に
向
け
た
観
光
キ
ャ

ラ
バ
ン
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
地
元
の
新
鮮
な
魚

を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
ホ
ッ
キ
祭
」
や
漁
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
展
開
し
誘
客
活
動
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
効
果
も
あ
っ

て
夏
の
観
光
客
の
入
込
数
は
震
災
前
と
比
べ
て
約
６
割
に

ま
で
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、去
る
９
月
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
は
、

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
引
き
続
き
５
期
目
の
町
政

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
な
り
ま
し
た
。
私
に
課
さ
れ

た
課
題
は
、
大
洗
町
の
復
興
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
主
と

し
、
大
い
な
る
進
化
を
図
る
こ
と
で
あ
り
あ
ま
す
。

　

復
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
の
集
中
復
興
期
間
で
あ
る

平
成
27
年
ま
で
の
５
カ
年
間
を
基
本
と
し
た
「
大
洗
町
災

害
復
興
計
画
」
を
策
定
し
、
震
災
か
ら
の
再
生
に
向
け
た

事
業
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
、
若

見
屋
平
戸
線
や
大
洗
駅
前
海
岸
線
の
避
難
道
路
整
備
、
さ

ら
に
は
大
貫
町
市
街
地
か
ら
の
高
台
避
難
道
路
整
備
な
ど

を
は
じ
め
と
し
て
、
21
事
業
約
54
億
円
の
復
興
予
算
の
採

択
を
い
た
だ
い
た
他
、
サ
ン
ビ
ー
チ
の
再
整
備
に
24
億
円

の
事
業
費
を
確
保
し
津
波
対
策
を
含
め
た
賑
わ
い
拠
点
と

な
る
公
園
整
備
に
い
よ
い
よ
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限

に
活
か
し
て
、
震
災
以
前
よ
り
も
大
洗
町
が
大
き
く
前
進

で
き
る
よ
う
よ
り
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
対
策
の
面
に
お
い
て
も
先
日
、
震
災
後
に

防
災
対
策
を
見
直
し
た
自
主
防
災
会
の
改
善
事
例
発
表
会

を
開
催
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
確
実
な
避

難
や
減
災
を
念
頭
に
置
い
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

地
域
内
で
の
防
災
に
対
す
る
意
識
に
も
変
化
が
表
れ
て
お

り
ま
す
よ
う
に
、「
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
」
と
し
て
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
力
を
結
集
し
て
取
り
組
ん
だ
復
興
元
年

は
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
も

残
り
わ
ず
か
、
今
後
も
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
め

町
民
一
丸
と
な
っ
て
大
洗
の
元
気
づ
く
り
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

終
わ
り
に
、
今
年
一
年

の
ご
支
援
ご
協
力
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
に
と
っ
て
新
し
い
年
が

輝
か
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
ご
祈
念
い
た
し

ま
す
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

推
薦
作
品

最
優
秀
賞

児
玉 　

栞
さ
ん
（
大
洗
小
６
年
）

中
橋 

真
奈
さ
ん
（
夏
海
小
６
年
）

　

消
防
本
部
で
は
、
一
般
家
庭
に
お
け
る
火
災
予
防

思
想
の
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
町
内
小
学

校
６
年
生
を
対
象
に
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、１
６
４
点
の
推
薦
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

町
消
防
本
部
に
お
い
て
審
査
会
を
行
い
、
最
優
秀
２

点
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。
去
る
10
月
25
日
、
最
優
秀

賞
を
受
賞
さ
れ
た
２
名
に
対
し
、
古
川
稔
消
防
長
か

ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
、
茨
城
県
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会

主
催
の
第
30
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
へ
推
薦

い
た
し
ま
す
。

（前段左より）中
なか

橋
はし

 真
ま

奈
な

さん、児
こ

玉
だま

 栞
しおり

さん
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　11月 11日、大洗町総合運動公園体育館にお
いて、第27回大洗町近郊柔道大会が開催され、
幼年から中学生まで400名が参加し、熱戦を繰
り広げました。
　地元大洗からは、中学１年男子の部で南中学校
の宮部 司さん、中学２年男子の部で第一中学校
の溝口 琢海さんが共に三位入賞を果たしました。

大洗町近郊柔道大会

まちのできごと　クローズアップ

大洗国際オープンテニストーナメント2012

　国内外の強豪プロ選手や注目の若手選手など、58選手
が出場した国際テニス大会が、10月14日～21日の８日
間にわたって大洗町ビーチテニスクラブで開催されました。
　シングルス、ダブルスの決勝戦が行われた週末には、大
勢のテニスファンが観戦に訪れ、トップ選手の迫力のプ
レーに会場は大いに盛り上がりました。
○男子シングルス　優勝　片山　翔
　　　　　　　　　準優勝　近藤　大生
○男子ダブルス　　優勝　アン　ジェスン／小ノ澤　新 組
　　　　　　　　　準優勝　松井　俊英／
　　　　　　　　　　　　　　 イ　チューファン 組
※ 詳しい結果は大会ホームページ（http://oarai-tennis.jp/）
をご覧ください。

　コシヒカリの本格出荷を控えた、10月 24日、ＪＡ水
戸の八木岡組合長らが町役場に訪れ、大洗町長に新米のコ
シヒカリ「日の出米」146キロと目録が贈呈されました。
　この事業は、ＪＡが取り組んでいる食育や地産地消、米の
消費拡大の一環で、管内の小中学校へ新米を贈るものです。
　贈呈米は町内の小中学校の学校給食１回分（約1,500
食分）に当たり、12月の学校給食で提供される予定です。

新米 146キロをいただきました
―ＪＡ水戸 1,500 食分の学校給食に―

　10月５日、ゆっくら健康館において、水戸赤十字
病院 理学療法士の鈴木紀美惠先生、作業療法士の荒
井裕久先生による介護予防教室「腰痛のメカニズムと
腰痛体操・肩こり予防体操」が開催されました。参加
された30名の皆さんは、先生方の実技をまじえた丁
寧な指導に熱心に聞き入り、腰痛と肩こりに関する正
しい知識と予防法について学びました。

介護予防教室「腰痛のメカニズムと
腰痛体操・肩こり予防体操」を開催
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まちのできごと　クローズアップ

　大洗町防犯連絡員協議会の小沼久夫さんが、茨城県防
犯協会より優良防犯連絡員として表彰されました。
　大洗町防犯連絡員協議会の一員として、地域の安全は
自らの手で守るとの使命感に燃え、登下校時における児
童・生徒の安全確保や海水浴期間、各種イベント時にお
ける車上狙いなどの街頭犯罪の警戒・監視等に積極的に
参加され、犯罪抑止活動に努めております。
　このような日頃からの地道な防犯活動が高く評価さ
れ、受賞となりました。

大洗町防犯連絡員協議会 小沼久夫さん
優良防犯連絡員表彰を受賞

　11月１１日、東京お台場で第18回日本トライアスロン
選手権東京港大会が開催されました。田山寛豪選手は持ち前
の勝負強さを発揮し、３年ぶり７度目の優勝を飾りました。
　当日は、「田山寛豪君を応援する会」約50名が大型バス
で駆けつけるなど、大勢の応援団で「ガンバレ！田山」の小
旗を振り、熱い声援を送りました。
　貫禄の走りをみせた田山選手は、「ランの最後は誰にも負
けない自信があった」と喜びを語りました。

トライアスロン田山選手が日本選手権７度目の優勝！

　ボランティア団体「渚の小石」が、平成24年度ボラン
ティア功労者に対する厚生労働大臣表彰を受賞しました。
　渚の小石（関根正彦会長）は、昭和61年11月に結成
され26年目を迎えるボランティア団体で、会員は36名。
特別養護老人ホームでの各種支援、高年者クラブ日帰り研
修会の随行、小学校での福祉体験学習協力など、福祉に関
する様々なボランティア活動を積極的に行っています。

永年のボランティア活動で
「渚の小石」に厚生労働大臣表彰

　11月 13日の「県民の日」に、各分野において県勢
の発展に著しい功績があった方々をたたえる茨城県表彰
式が県庁において行われました。
　33名及び12団体が表彰され、当町からは、茨城歌
人会代表の勝山一美氏が多年にわたり、短歌をはじめ文
芸活動の指導に努められるとともに、本県の芸術文化の
振興に貢献したとして功績者表彰を受賞されました。

平成24年度茨城県表彰
勝山一美氏が功績者表彰を受賞（教育・文化の向上）

写真提供：東京新聞
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昭
和
８
年
、
群
司
は
米
国
か
ら
帰
国
後
、
太
陽
社
か
ら
『
恋
愛
新
哲

学
』、『
ア
メ
リ
カ
ン
・
セ
ク
ス
ノ
ク
ラ
シ
イ
』
を
刊
行
、
ま
た
『
発
声
満

洲
』
を
雄
山
閣
か
ら
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の
『
発
声
満
洲
』
は
、
階
級
闘

争
を
描
い
た
と
い
う
点
で
発
禁
処
分
を
受
け
て
い
ま
す
。
群
司
の
小
説
で

は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
の
『
日
本
嬢
』
も
一
度
は
そ
の
処
分
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
８
年
後
半
に
な
る
と
群
司
に
対
す
る
検
閲
は
厳
し
く
な
り
、
群
司
の

著
作
「
泥
の
子
太
陽
の
子
」
の
映
画
化
（
内
田
吐
夢
監
督
）
が
警
察
の
警

告
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
東
京
を
離
れ
て
母
の
い
る
水
戸
に
隠

棲
し
、
10
年
、
江
橋
寅
吉
の
次
女
ち
よ
と
結
婚
、
12
年
長
男
富
、
13
年
次

男
力
が
誕
生
、
13
年
中
に
は
じ
め
は
大
洗
海
岸
に
移
住
、
の
ち
涸
沼
川
河

畔
に
居
を
構
え
ま
し
た
。

　

昭
和
10
年
、「
侍
ニ
ッ
ポ
ン
」
が
阪
東
妻
三
郎
・
山
田
五
十
鈴
主
演
・

伊
藤
大
輔
監
督
で
ト
ー
キ
ー
映
画
と
し
て
登
場
し
ま
し
た
。
14
年
に
は
、

検
閲
を
避
け
る
た
め
、「
小
原
十
二
」
と
い
う
筆
名
で
満
州
を
舞
台
に
し

た
『A

N
N
A
 O
R
LO

V
A

』
と
い
う
長
編
小
説
を
上
海
英
文
発
行
所
か
ら

刊
行
し
ま
し
た
（
英
文
）。
こ
の
作
品
は
グ
レ
タ
・
ガ
ル
ボ
と
ゲ
ー
リ
ー

ク
ー
パ
ー
主
演
に
よ
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
化
が
企
画
さ
れ
た
と
い
う
顛
末

が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
作
品
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
見
る
の
は

難
し
い
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
（
波
潟
剛
著
『
越
境
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル

ド
』）。
ま
た
、
こ
の
頃
著
し
た
探
偵
小
説
「
踊
子
オ
ル
ガ
・
ア
ル
ロ
ー
ワ

事
件
」（
１
９
３
１
年
『
新
青
年
』）
が
注
目
さ
れ
、
藤
田
知
浩
編
『
外
地

探
偵
小
説
集
』（
せ
ら
び
書
房
・
２
０
０
３
年
）
に
所
収
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
満
州
事
変
勃
発
直
後
の
ハ
ル
ピ
ン
か
ら
間
一
髪
で
脱
出
し
た
臨

場
感
を
「
ハ
ル
ピ
ン
通
信
集
」（『
ハ
ル
ピ
ン
女
』
所
収
）
で
著
し
た
こ
と

か
ら
、
群
司
の
戦
争
報
道
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
作
家
と
い
う
一
面
も
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。 

（
大
洗
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　

郡
司
丈
児
）

『
侍
ニ
ッ
ポ
ン
』
で
一
世
を
風ふ

う

靡び

し
た

作
家 

群ぐ

ん

司じ

次じ

郎ろ

正ま

さ 

そ
の
４

大
洗
町
の
歴
史
を
見
つ
め
て
69

����
�
�
�
�

����
�
�
�
�

「うちのペット自慢」

～自慢のペット写真募集中！～
【申込方法】直接又は郵送、電子メールにより
必要事項を記載し、下記までお申込みください。
【必要事項】
①飼い主さんのお名前、住所、連絡先
②ペットの名前、種別、性別、年齢
③紹介コメント（50字程度）
【注意事項】
・写真は１枚のみ
・ 画質、サイズはこちらで調整させていただきます
ので、あらかじめご了承ください。
申込み・問合せ
住　所／〒311-1392
　　　　大洗町磯浜町6881-275
　　　　大洗町役場 町長公室 広報係
TEL／ 029（267）5111（内線212）
E-mail：koushitsu@town.oarai.lg.jp

磯浜町・木村さん宅の大吉
ミックス・男・６才

「はやくぅー、ちゃんと待ってるじゃーん。
 ごはんは、良し !!と言うまで食べれませーん。」

伊藤　歩
あゆ

奈
な

ちゃん

（磯道　平成24年３月生まれ）
お父さん　泰弘さん　　　　お母さん　佳奈子さん
「娘の笑顔に癒やされます。元気にすくすく育ってね。」

髙橋　大
だい

生
き

くん

（磯浜町　平成24年３月生まれ）
お父さん　伸幸さん　　　　お母さん　絵美さん
「ごはんモリモリ食べてます !!」

発禁処分後、内容を改
めて刊行された東光書
院版『発聲満洲』（昭和
八年七月）

広報おおあらい　2012.12.11　（18）



おおあらい歌壇 ●勝山一美選

鉢
植
の
コ
キ
ア
を
日
毎
く
れ
な
い
に
深
め
て
清さ

や

に
風
透と

お

り
ゆ
く

 

新
町
二
区　

高
崎 

夫
左
江

〔
評
〕
コ
キ
ア
は
海
浜
公
園
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
日
ひ
と

日
秋
風
の
中
に
い
ろ
ど
り
を
変
え
て
ゆ
く
と
い
う
。

ま
ま
な
ら
ぬ
家
事
の
増
え
来
て
掛
け
声
に
弾
み
を
つ
け
て
布
団

干
し
た
り

 

新
町
六
区　

関
根 

季
子

〔
評
〕
と
か
く
一
家
の
主
婦
は
忙
し
い
。「
弾
み
を
つ
け
て
」
と

詠
み
あ
げ
と
こ
ろ
に
個
性
が
出
て
い
て
よ
い
。

空
高
く
精
一
杯
に
香
り
立
つ
庭
に
華は

な

や
ぐ
金き

ん

木も
く

犀せ
い

あ
り
て

 
寺
釜
九
区　

三
村 

住
江

〔
評
〕
金
木
犀
の
芳
香
は
格
別
で
あ
る
。
誇
示
す
る
ば
か
り
に

華
や
ぐ
秋
の
一
日
を
歌
っ
て
い
る
。

柿
の
樹
の
諸
葉
忽
ち
降こ

う

雹ひ
ょ
う

に
削そ

が
れ
て
あ
は
れ
ひ
と
つ
実
熟
る
る

 

桜
道
五　

猿
田 
彦
太
郎

〔
評
〕
雹ひ

ょ
う

、
霰あ

ら
れ

の
た
ぐ
ひ
は
球
体
と
な
っ
て
降
っ
て
く
る
。
無

惨
の
様
を
捉
え
て
作
品
と
し
て
い
る
。

十い
ざ
よ
い

六
夜
の
月
は
雲
の
間
透と

お

し
つ
つ
虫
の
音
す
だ
く
樹
々
を
照
ら

せ
り

 

寺
釜
九
区　

佐
藤 

よ
し
子

〔
評
〕「
い
ざ
よ
い
の
月
」情
感
充
分
な
宵
と
い
え
る
。「
す
だ
く
」

と
は
多
く
集
っ
て
の
意
。

晩
秋
の
畔あ

ぜ

歩
み
ゐ
て
お
の
づ
か
ら
軍
歌
諳そ

ら

ん
ず
る
大
正
生
ま
れ

 

祝
町
十
区　

佐
藤 

毅

〔
評
〕
よ
わ
い
九
十
歳
に
し
て
意
気
け
ん
よ
う
。
作
者
の
日
々

の
生
活
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。

障
子
紙
は
り
替か

え
な
が
ら
遠
き
日
の
端は

し

を
押
え
し
母
慕
わ
る
る

 

新
町
十
区　

打
田 

照
子

〔
評
〕
遠
い
日
の
あ
り
し
日
の
こ
と
。
障
子
の
は
し
を
押
え
て

手
伝
っ
た
母
へ
の
想
い
が
込
め
ら
れ
た
作
品
。

朱あ
け

を
極
め
な
だ
り
に
咲
け
る
彼
岸
花
古
り
し
社や

し
ろ

の
華
や
ぎ
て
見
ゆ

 

金
沢
一
区　

古
渡 

節
子

〔
評
〕
作
者
の
住
ん
で
い
る
す
ぐ
裏
手
に
、
金
毘
羅
神
社
で
あ

ろ
う
か
。
じ
っ
と
見
据
え
た
作
者
の
眼
の
置
き
処
に
注
意
。

島
宿
の
ハ
ン
モ
ッ
ク
に
し
ば
し
揺
ら
れ
つ
つ
遠
き
記
憶
に
繋
が

り
て
ゆ
く

 

長
町
十
六
区　

身
内 

ゆ
み

〔
評
〕
国
内
に
は
凡お

お
よ

そ
ハ
ン
モ
ッ
ク
と
い
う
の
は
見
当
ら
な
い
。

が
、
近
く
の
小
島
に
作
者
の
心
情
は
果
し
も
な
く
深
い
。

朝
霧
の
晴
れ
て
清す

が

し
き
庭
先
の
カ
モ
ミ
ー
ル
の
花
真
白
く
咲
け
り

 

う
み
べ
の
家　

清
宮 

し
げ

作
者
は
後
期
高
齢
に
も
欠
け
そ
ん
ず
る
こ
と
な
く
、
常
に
佳か

作さ
く

を
発
表
し
て
い
る
。
以
て
範
と
し
た
い
。

さ
ざ
波
を
夕
日
が
そ
め
て
海
の
面も

の
か
が
よ
ふ
ひ
と
日
終
ら
ん

と
す
る

 

永
町
四
区　

川
上 

ひ
さ

〔
評
〕
夕
迫
る
浜
辺
の
さ
ざ
れ
な
み
。
静
寂
な
ひ
と
と
き
は
、

一
日
の
感
謝
を
込
め
て
祈
り
の
こ
こ
ち
で
も
あ
ろ
う
。

水
鳥
の
群
に
ぎ
わ
い
し
海
の
辺
の
水み

な
も面
に
秋
の
雲
は
流
る
る

 

祝
町
三
区　

桐
原 

す
み

〔
評
〕
鴎
で
あ
ろ
う
か
、
鳥
の
群
が
多あ

ま
た数

飛
ん
で
い
た
海
辺
の

空
に
白
雲
が
流
れ
る
、
と
い
う
早
く
も
秋
は
来
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
シ
ラ
ス
祭
り
は
秋
空
に
賑
わ
い
い
た
り
列
を
つ
く

り
て

 

永
町
七
区　

秋
山 

ま
さ
子

〔
評
〕「
シ
ラ
ス
祭
り
が
賑に

ぎ

々に
ぎ

し
く
開
催
さ
れ
て
い
る
。
町
の
祭

典
の
一
つ
。
作
者
は
参
加
し
て
い
る
の
だ
。

秋
更
け
て
晴
天
の
空
す
み
わ
た
り
木
立
の
紅
葉
彩い

ろ

映
え
て
見
ゆ

 

永
町
六
区　

笹
目 

孝
子

〔
評
〕
秋
の
も
み
じ
は
素
晴
ら
し
い
い
ろ
ど
り
で
あ
る
。
あ
く

ま
で
も
澄
み
渡
っ
た
晩
秋
の
景
と
い
う
か
。

　

―
―
―
―
―
―
 

◇ ―
―
―
―
 

◇ ―
―
―
―
―
―
 

復を

ち
返
へ
る
お
も
ひ
頻し

き

り
に
顕た

つ
夕
べ
荒
草
伸
び
し
店
舗
の
跡
地

粒あ
ら

だ
て
る
草
む
ら
茂
む
わ
が
家
の
毀こ

ぼ

た
れ
し
跡
芒
々
と
し
て

 
勝
山 
一
美

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

短
歌
は
、
神
代
の
古
代
よ
り
詠
ま
れ
継
が
れ
て
い
る
。

古
事
記
の
物
語
に
よ
れ
ば
素す

さ
の
お
の
み
こ
と

盞
鳴
命
の
歌
。

八や
ぐ
も重
た
つ 

出い
づ
も雲
八や

　
へ
　
が
き

重
垣 

妻つ
ま

籠ご

み
に 

八や

重へ

垣か
き

作つ
く

る 

そ
の
八や

重へ

垣が
き

を

かもめ保育園
くじら組５歳児ぼくとわたしのちびっ子ギャラリー

おじいちゃんとおばあちゃんと
うどん打ちしたよ !!
おいしかったよ。ありがとう。
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　今回は、来年１月19日（土）から始まる企画展の紹介です。
　タイトルは、「クジラ いるか？　～来て・見て・感じる 
鯨類の魅力～」文字通りクジラやイルカの知られざる魅力、
最新の情報について、分かりやすく体感しながら楽しめる
企画展です。では、その中の一部を紹介しましょう。
　☆ ライトアニマル：横５ｍの大スクリーンに実物大のザ
トウクジラが泳ぎます。皆さんがスクリーンに近づく
と、それを察知してザトウクジラが寄ってきたり、回
転したりいろいろなパフォーマンスを見せてくれる次
世代型ＣＧ映像です。ザトウクジラの大きさを体感し
て下さい。

　☆ イルカトレーナー体験：画面に映るトレーナーが出す
サインのまねをすると、イルカ達が画面の中でサイン
通りの演技をしてくれます。あなたもトレーナーになった気分になれますよ。

　他にも、クジラやイルカの歯に触れたり、イルカ達が超音波を聞くのと同じような骨伝
導体験が出来たり、鯨類の進化や体のつくりについて模型を見ながら分かりやすく学ぶこ
とができます。また、週１回ですが、アクアホールでガラス越しにイルカと対話をしなが
ら解説を聞けるプログラムもあり、とにかく普段では体験できない盛りだくさんの企画で
みなさんをお待ちしておりますので、ぜひご覧ください。 海獣展示課　小藤一弥

～ 第 21回企画展「クジラ いるか？」 ～

http://www.aquaworld-oarai.com　TEL 029-267-5151

冬冬に用心に用心 寒い冬がきました！健康に気をつけましょう 

冬に多い病気として心筋梗塞や脳卒中があります。 
暖かい部屋から、寒い部屋に移動すると血圧が急に上がり血管や心臓に大きな負担
がかかります。このような状態は心筋梗塞や、脳卒中を引き起こす原因になります。

・心筋梗塞の代表的な症状として締め付けられるような胸の痛み、呼吸困難。 
・脳卒中の代表的な症状として手足に力が入らない、または呂律が回らない。 

こんな時はすぐに救急車を呼びましょう! こんな時はすぐに救急車を呼びましょう! 

消防署からのお知らせ
「なぜ救急車を呼んだのに消防車も来たの ?」と、聞かれることがあります。
大洗町消防署では、救急隊だけでは活動することが困難と判断される場合に、具合の悪い
方を１分１秒でも早く病院に搬送できるよう救急車と一緒に消防車も現場へ向かいます。

応急手当等の問合せは／大洗町消防署 ☎ 266-1119


